
PDF issue: 2025-09-01

ムハンマド・アリの財政政策の破綻

岩永, 博 / IWANAGA, Hiroshi

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
20

(開始ページ / Start Page)
36

(終了ページ / End Page)
63

(発行年 / Year)
1968-03-20

(URL)
https://doi.org/10.15002/00011738



Hosei University Repository

法
政
史
学

第
二
十
号

ム
ノ、

ン
ず才

ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻

一
、
は
じ
め
に

一
一
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
の
治
世
に
関
す
る
史
料
と
文
献

一一一
、
財
政
政
策
の
形
成

川
、
和
税
収
入
の
推
移

一九
、
第
二
川
シ
リ
ア
戦
争
と
川
攻
政
策
の
破
綻

べ
、
お
わ
り
こ

一、
{ま

じ

め

AI 

博

ノド

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

l
(
玄
Z
Y
P
E
E
P
牛
〉
口
)
は
、
ナ

ポ
レ
オ

ン
の
エ

ジ
プ

トハ
に
入
に
始
ま
る

プ
ス
マ

ン
・

ト
ル
コ

悦
同
の
破
滅
的
助

問
の
な
か
で
、
そ
の

一
同
償
と
し
て
内
-証
と
泌
乱
の
械
限
に
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
に
、
ん
ソ
近
代
化
の
礎
一
れ
を
円
い
た
。
点
絶
し
た
政
治
家
と

い
う
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
た
評
刷
を
え
て
い

る
。
か
れ
は
、
第

一
に
分
裂
抗
争
を
く
り
か
え
す
マ
ム

ル
i
ク
戸

P
E
E
-
2
5
の
市
閥
を
税

減
・
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
ぶ
名
日
的
で
あ
っ
た
総
叔
刊
の
権
力
を
災
民
的
な
も
の
に
確
立
し
、
国
内
分
裂
と
升
建
的
軍
附
政
治
合

以
絶
し
た
(
一
八
O
五

1
1
1

一
八
一
川
)
。
ま
た
氏
約
制
の
一
川
編
成
に
よ
っ
て
封
建
的
土
地
所
有
を
終
対
さ
せ
る
と
と
も
に
、
和
税
収
入
を

m

xし
、
専
制
的
い
え
況
の
広
川
1
4
J

ゲ」掴
め
た
(
一

・ヘ
一一、
i

一
八
二
「U
)
。
γ
一茶
化
(
一
八

一
七

t
J
、
九
外
通
尚
の
独
占
制
(
一
ヘ

一
七

t
)
、
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治
蔽
組
紋
の
近
代
化
(
一
八
一
七
J
)
な
ど
に
よ
っ
て
、
経
済
の
一
飛
佐
的
発
一
肢
を
促
し
た
じ
持
続
に
は
失
敗
し
た
が
シ
リ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
、

久
ダ
ン
な
ど
の
征
服
に
成
功
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
の
支
配
椛
を
強
化
し
、
そ
-
}
に
此
裟
的
総
校
椛
を
隊
山
正
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
ト
ル
コ
帝
聞
か

ら
の
実
質
的
独
立
を
達
成
し
た
。

こ
う
し
た
多
角
的
成
果
に
よ
っ
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
は
、
た
と
え
ば
『
ス
ル
タ
ン
・
セ
リ
ム
コ
一祉
が
一
七
九
一
一
年
か
ら
行
手
し

て
失
敗
し
、
マ
フ
ム

l
ド
二
世
が
遅
滞
さ
せ
て
い
た
新
制
皮

(Z-NMFB
』
ω岳
込
)
合
、
地
方
州
で
宍
施
し
、
或
る
科
皮
の
成
功
を
以
め
た

(1
〉

H
K
初
の
ト
ル
コ

V
吏
で
あ
っ
た
』
と
、
ト
ル
コ
世
界
で
の
改
革
の
代
表
的
才
能
と
評
さ
れ
た
。
ま
た
、
サ
イ
l
ド
(
一
八
五
山
J
六
一二
年

在
佼
)
お
よ
び
イ
ス
マ
イ
!
ル
(
一
八
六
一二
j
七
三
年
在
位
)
な
ど
の
後
継
者
が
、
借
款
政
策
で
国
家
を
破
滅
さ
せ
た
の
と
比
較
し
て

(
2
) 

『
か
れ
の
最
大
の
功
績
は
エ
ジ
プ
ト
に
借
款
を
残
さ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
』
と
讃
え
ら
れ
で
も
い
る
。

し
か
し
、
か
れ
の
改
革
で
終
局
的
に
成
功
し
た
も
の
は
少
な
く
、
批
判
も
移
し
い
。
た
と
え
ば
工
業
化
は
そ
の
技
術
と
経
符
力
の
欠
如

に
よ
る
失
敗
の
結
果
か
ら
無
暴
と
糾
弾
さ
れ
、
専
売
制
は
民
間
企
業
の
白
、
王
性
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
専
制
的
と
排
般
心
さ
れ
、
土
地
改

革
も
総
督

一
族
と
権
力
者
の
大
土
地
所
有
を
再
現
し
て
逆
転
し
た
こ
と
か
ら
、
空
転
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
現
れ
た
専
制
的

強
制
に
つ
い
て
は
、
「
若
し
神
が
、
か
れ
の
決
断
力
、
指
導
力
、
精
力
、
組
織
力
、
達
成
力
な
ど
の
休
日
質
に
匹
敵
す
る
公
正
の
観
念
を
与

(
3
) 

え
て
い
た
な
ら
ば
、
か
れ
は
真
に
時
代
の
奇
跡
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
、
搾
以
と
訣
求
・
強
制
労
働
な
ど
の
人
間
性
を
民
間
し
た
行
為

と
し
て
、
ぎ
び
し
く
批
判
さ
れ
て
も
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
降
と
エ
ジ
プ
ト
の
凶
以
絞
済
円
建
を
北
川
北
と
し
た
新
し
い
社
会
思
想
は
、
此
近
、
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
l
の
一
辿
の
政
策
へ
の
汗
似
を
逆
転
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
か
れ
の
政
策
は
凶
民
統
消
形
成
へ
の
本
木
的
方
向
を
王
し
く
把

指
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
糾
弾
・
批
判
さ
れ
た
点
も
後
進
経
済
の
克
似
に
必
要
な
穴
水
蓄
献
の
手
段
で
あ
っ
た
と
甘
ん
疋
し
、
か
れ
の
政

策
・
を
破
綻
さ
せ
た
の
は
、
同
際
経
済
の
市
二
仕
で
あ
り
、
外
的
市
圧
が
欠
敗
の
以
内
で
あ
っ
た
と
し
て
、
か
れ
を
犠
牲
的
敗
北
汗
と
し
て
日

ハ
4
)

的
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
れ
の
好
例
は
ま
だ
大
き
な
似
似
の
な
か
で
動
析
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
組
々
の
汗
側
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
l
の
政
策
と
活
動
の
川
広
い
、
そ
の
矛
町
と
山
山
乱
、
そ
の
放
た

を
示
し
た
成
り
ゆ
き
を
、
根
本
的
に
な
右
し
た
の
は
、

H
・
A
・
B
-
リ
プ
リ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
か
れ
の
山
.
山
し
た
財
政
問
問
と
、
そ
れ

に
対
応
し
よ
う
と
し
た
財
政
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
れ
の
政
治
的
日
以
、
椛
力
欲
、
同
際
的
正
力
な
ど
が
、
か
れ
の
行
動
に
川

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
(
山
石
永
)

，七
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法
政
史
学

第
二
十
号

八

法
的
に
つ
な
が
る
と
し
て
も
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
た
行
動
を
百
按
誘
発
し
た
の
は
、
財
政
的
必
廷
で
あ
っ
た
。
そ
の
ぷ
味
で
、
以
ド

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
治
批
を
通
じ
て
財
政
問
題
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

、玉
ハ
1
)
百
〈
巴
同
了
ロ
己
ゆ
ロ
〉
ロ
ロ
ゆ
回
・
一
斗
宮
〉

m
z
g
-
z
z
-
P
}戸
一
々
。
同
昌
三

5
5
5
m脚
色
〉

-
F
E
開ぬ山、

Hv?
の
ω
E
C
Z円四相官、

y
p
ω
Sの
y
g∞2
F
3
2・

U
-
M
印同・

ハ
2
)
わ
き
ロ
各

-qw
〉・同・一

1
5
0
向
。
。
ロ
。
自
由
。
ロ

2
0
-。
u
g
o
E
C同
ζ
。
色
。
吋
口
開

m
2
F
H
bロ
a
o
p
巴
ω∞・匂・

5hH・

〈

3
)
州

w乙
ω冨
ユ
「
メ
ゲ
仏

ω吋・河内凶叩
HEmw同
点
〉

U
.
5
巳
s

伯
仲
町
山
門
出
バ

-Z吋
U
U
自

宅

mw」
'mwry-)MFh肝
〈
。

]ω
・
め
包

g
w
H
C。
hF1印
・
但
閉
山
〈

-
5・
Z
・〉・戸、、

H，
Z

〉

m
z
n
c
-
2
5
-
可。=の可・

M
y
g
u・
よ
り
。

ハ
4
)
同
ωωω
名

r
の
町
内
弓

-o少
。
丹
同
，

ymw
問
。
。
ロ
。

g
w
z
z
zミ
。
同

5
0
呂
志
色
。
同
町

5
7
z
o
o
-
z
z・
n
z
g
m
c
m凶
口
広
円
。
ロ
仏

o
p
同。。。・℃・

ω∞
ω・
ま

た
は

r
g
d司
ケ
の
『

ω
ユωω
一
向

muよ】仲

E
H
Nゆ
〈
己
丘
一
。
口
一
〉
ロ
開
。
。
ロ
。
ヨ
芯
〉
ロ
巳
ヨ
一

ω・
円
。
ロ
仏
。
ロ
ロ
ロ
。

zoddM-。円}内
wSGω
・】)・

MM・

一一、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
治
世
に
関
す
る
史
料
と
文
献

。
近
代
エ
ジ
プ
ト
の
建
設
者
h
q

と
も
評
さ
れ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
比
較
的
未
開
拓
な
の

で
、
は
一
取
初
に
多
少
文
献
と
資
料
の
紹
介
を
付
し
て
お
き
た
い
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
の
治
世
に
関
す
る
直
接
的
史
料
に
は
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
λ

・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
欧
文
の
刊
行
物
が
多
い
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
侵
入
以
来
の
エ
ジ
プ
ト
に
対
す
る
西
欧
諸
国
の
関
心
と
、
か
れ
の
行
動
か
ら
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
東
方
問
題
と
い
う
街
般
的
事
件
の
同

際
政
治
的
影
響
が
、
西
欧
人
関
係
者
の
報
告
や
著
述
を
多
く
生
み
出
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
エ

ジ
プ
ト
駐
在
外
交
使
臣
、

一脈
仰

さ
れ
た
技
術
者
な
ど
の
報
官
主
に
は
側
他
の
あ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
も
の
に
は
、
出
時
刊
行
'
を
み
な
か
っ
た
が
、
エ
ジ
プ

ト
近
代
史
研
究
の
興
隆
の
後
に
、
史
料
的
編
集
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
川
仙
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
山
く
一兆
悩
さ

れ
る
も
の
と
し
て
は
、

的
ナ
ポ
レ
オ
ン
沼
に
従
市
、

エ
ジ
プ
ト
の
財
務
局
長
と
な
っ
た
ユ
ス
テ
ィ
ー
ブ
伯
(
の
2
3
Z
Z
(寸

伊
丹
令
。
)
の
財
政
報
同
的
去
作
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法
政
史
学

第
二
十
号

四

「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
生
涯
は
、
権
力
の
獲
得
、
権
力
の
保
持
、
権
力
の
拡
張
、
権
力
の
相
続
持
へ
の
移
譲
、
と
い
う
四
つ
の
時

期
を
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
強
力
な
平
隊
と
無
は
の
財
政
収
入
を
必
要
と
し
た
。
た
え
ず
こ
れ
を
述
成
さ
せ
る
軍
事

お
よ
び
財
政
政
策
を
う
ち
だ
し
て
い
る
。

か
れ
の
行
動
で
は
財
政
政
策
が
軸
心
と
い
え
る
。
こ
れ
は
こ
の
国
の
源
泉
で
あ
る
農
業
と
何
よ
り
も
関
連
し
て
い
る
が
、
長
業
政
策

か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
財
政
政
策
の
一
両
で
あ
り
、
そ
れ
と
不
可
分
で
あ
る
。
軍
事
上
の
無
限
の
要
求
に
即
し
た
財
政
収

入
増
大
の
問
題
が
、
品
業
政
策
を
生
ん
だ
。
ま
た
そ
れ
が
土
地
改
革
、
租
税
制
度
強
化
、
徴
税
制
度
改
持
、
行
僚
制
皮
を
生
み
出
さ
せ

た
。
作
種
の
多
角
化
、
と
く
に
長
せ
ん
い
棉
花
の
裁
栽
、
長
業
技
術
改
良
、
濃
翫
組
織
の
改
良
、
と
く
に
夏
作

(ω
包
片
山
)
川
水
路
の
開

設
、
土
地
の
開
墾
、
な
ど
の
設
業
政
策
は
す
べ
て
そ
れ
に
発
し
て
い
た
。
ま
た
長
産
物
と
結
び
つ
く
通
商
の
独
占
制
、
必
産
物
ム
マ
加
工

軍
の
需
要
を
ま
か
な
う
機
械
工
業
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
工
業
化
汁
回
な
ど
は
、
す
べ
て
財
政
の
必
要
に
基
づ
い
い
る
」
と
。

た
し
か
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
l
ば
政
治
・
軍
事
・
経
済
の
近
代
化
、
領
土
的
発
展
、
な
ど
多
く
の
政
治
的
願
望
を
か
か
え
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
政
策
へ
い
お
手
し
た
動
機
は
、
日
以
も
多
く
財
政
的
問
由
に
浴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

イ
租
税
請
負
制
(
同
冨
乱
自
)
の
廃
止
と
税
制
の
改
革

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
財
政
改
革
は
。
第
一
に
土
地
制
度
と
税
制
の
改
革
を
中
心
に
託
手
さ
れ
た
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の

一

部
を
な
す
エ
ジ
プ
ト
で
は
、

一
部
の
授
与
地
(
ユ
N

宮
『
)
や
宗
教
領
(
当

2
5
を
除
い
て
、
民
排
地
は
す
べ
て
国
有
地

(
P
R
巳

5
5
)

と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
国
有
地
は
、
耕
作
権
の
み
を
誌
め
ら
れ
た
良
民
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
、
国
は
徴
税
請
負
人

(
B己
SUN-B)JV一、必

じ
て
、
そ
の
租
税
を
徴
収
し
て
い
た
。
徴
税
請
負
は

一
六
世
紀
に
は
短
期
的
権
利
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
長
い
慣
習
の
も
と
で
世
襲
的
検

(
2
u 

利
と
化
し
、
徴
税
人
は
租
税
請
負
に
某
づ
く
土
地
管
理
権
に
よ
っ
て

一
種
の
半
封
建
的
土
地
支
阻
者
と
化
し
て
い
た
。

こ
の
制
度
の
も
と
で
、
長
民
は
保
有
地
の
地
代
と
し
て
、
国
税

(
B山
]mw二
百
円
ぺ
)
、
地
方
庁
経
費

(
w
g
y
D
片山可
mwy)
、
特
別
税

(
E
E
U肉

、と

σ
R芯
巳
)
な
ど
を
徴
収
さ
れ
た
。
国
税
は
、
さ
ら
に
、
(
宮
山
門
戸
)
国
税
と
(
片
山
口
N
)

管
斑
料
に
分
か
れ
る
が
、

E
E
が
政
府
の
取
得

分
で
あ
り
、

pw-N
は
ヨ
己

g
N-B
の
ぼ
分
と
さ
れ
た
。
平
均
的
に
し
て

5
5
は
全
税
阪
の
五
分
の
一
内
外
で
あ
り
、
お
」

N
は
八
ハ
税
制

の
半
ば
を
こ
え
て
い
た
。
地
方
政
庁
の
経
山
口
一
や
特
例
経
質
に
充
て
ら
れ
る
自
己
〈
出
向
と

σミ
芯
巴
は
、
総
領
の
一
一

1
1
一一一
(1

一
%
を
山
め
て

(
3
) 

い
た
と
い
え
る
。
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こ
の
よ
う
な

B
己

g弘
吉
ば
、
大
部
分
が
、

一
一
ジ
プ

ト
の
軍
問
-V-mm
成
す
る
マ
ム
ル

l
ク

(EMHgzr
)
の
幹
部
同
で
あ
り
、
か
れ
ら

は
ん
よ
エ
ジ
プ
ト
の
租
税
清
一
日
夜
な
ら
っ
て

、
代
治
、
平
守
、
財
政
機
開
な
之
町
し
て
い
一
~

Q

F

」と

に
か
れ
ら
は

、

?
ケ
コ
か
ら
一
口
市
訂
さ
れ

た
総
督
を
偲
偏
化
し
、
派
閥
対
立
で
権
力
闘
争
に
耽
っ
て
政
局
を
動
揺
さ
せ
つ
や
つ
け
て
い
た

G

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
は
エ
ジ
プ
ト
の
総

督
に
任
命
さ
れ
た
の
ち
、
か
れ
ら
の
抵
抗
に
苦
し
め
ら
れ
た
木
、
一
八
一
一
年
川
月
に
エ
ジ
プ
ト
の
有
力
マ
ム
ル
i
ク
を
カ
イ
ロ
の
域
内

で
暗
殺
し
て
、
そ
の
軍
事
力
を
剥
奪
し
た
。
同
時
に
か
れ
ら
に
屈
し
た
ロ
Z
N
山
宮
(
徴
税
清
白
地
)
を
没
収
し
て
、
政
府
に
川
収
し
土
。

こ
れ
ま
で
、
ユ
ジ
プ
ト
の
財
政
収
入
の
板
幹
で
あ
る
地
租
は
、
ロ
t
N凶
E
制
度
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
援
護
者
で
あ
る

マ
ム
ル

l
ク
を
撲
滅
す
る
こ

と
は
、
そ

の
封
建
的
領
土
権
の
廃
止
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
引
続
い
て
、
一

八
一
一
年
三
月
か
ら

一
八
一
二
年
四
月
に
か
け
て
、
か
れ
は
上
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ム
ル
!
ク
の

A
伐
を
行
な

っ
て
、
そ
れ
ら
の
ロ
Z
N
凶
日
(
徴
税
前
九
地
)
を
没

収
し
、
そ
の
後
、
一
八
一
川
年
一一一
月
下
エ
ジ
プ
ト

の
全

出
Z
N
凶ヨ

を
没
収
し
、
す
べ
て
の
ロ
Z
N
山
B
を
国
有
地
に
川
復
し
、
国
家
の
直

接
徴
税
制
の
も
と
に
お
い
た
。
一
八
一
同
年
の
収
公
地
で
、
旧
宮
己

S
N山吉
(
徴
税
清
久
人
)
に
は
一
代
限
り
、
従
来
の
岳
」

N
相
台
分

を
年
金
で
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
か
れ
ら
は

お
4
N

以
外
に
ほ
常
地
(
毛

g
qmHF
)
を
も
与
え
ら
れ
て

、

そ
の
収
入
を
徴
税
経
質
の
充
て
て

(
4
) 

い
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
者
忠
司
S
F
も

B
E
相
当
初
の
納
税
を
以

っ
て

、

一
代
限
り
、
保
心
引
を
認
め
ら
れ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l
は
、
従
来

日
己
g
N
-
B

に
帰
属
し
た
こ
の

お
4
N

を
政
府
が
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
租
税
収
入
の
前
加
を

凶
り
、
ま
た
徴
税
を
直
接
出
家
の
管
理
下
に
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
諸
経
伎
の
節
約
を
お
こ
な
い

、
財
政
を
潤
沢
に

し
よ
う
と
し
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

新
制
度
の
も
と
で
、
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ア
リ

l
は
従
来
の
諸
税
を
一
本
化
し
、
単
位
川
原
当
り
の
定
傾
で
徴
収
し
た
。
そ
の
定
相
は
、
貨

幣
価
値
の
変
動
も
合
ま
れ
る
が
、

一
フ
ァ
ダ
ン
当
り
の
円
以
一
向
似
を

↑
八
C
九
年
の

J

一
(
-C
パ
ラ

か
ら
、
一
八
二
七
年
の

一一

七

0

0
パ

一
プ
、
一
九
三
二
年
の
二
八
八

O
パ
一
ア
と
漸
刑
さ
れ
、
本
期
に
は
良
氏
の
久
担
能
力
を
こ
え
た
ほ
ど
の
制
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
後
述
節
参
照
)

土
地
制
度
と
税
制
の
改
革
は
、
こ
う
し
て
、
封
建
的
軍
恨
、
政
治
組
織
を
解
体
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
改
平
と
国
家
統
一
セ
成
り
た

た
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
厳
し
い
徴
税
制
度
に
よ
っ
て
統
一
政
権
の
財
政
的
本
礎
を
強
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

貿

易

独

占

制

ロ
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
民
の
彼
綻
(
山
石
、
水
)
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法
政
史
学

第
二
十
回
万

同

lぺ

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

!
の
第
二
の
財
政
政
策
は
多
大
の
収
v

併
を
あ
げ
る
岡
山
出
向
業
、
と
く
に
外
国
叉
易
矢
口
勿
独
山
制
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
時
代
、
欧
州
の
食
料
不
足
に
乗
じ
て
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

l
は
大
商
船
隊
を
建
造
し
、
ス
ル
タ
ン
の
桃
山制
を
目
し
て
穀
物
輸

出
を
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
行
な
っ
て

、
巨
利
を
収
め
て

い
た
。

一
時
フ

ラ
ン
ス
の
抗
議
に
よ
り
、
穀
物
を
フ
ラ
ン
ス
ヘ
販
売
す

る
方
針
も
と
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
制
海
椛
に
妨
げ
ら
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
取
引
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
一
ア
ル
デ
プ
(
ミ
号
σ)
が

一
八
一
C
年
八
亡
ピ
ア
ス
ト
ル
(
立
mHEB)
、
一
八
一
二
年
一
一
十
C
ピ
ア
ス
ト
ル
で
売
ら
れ
た
小
麦
合
、
長
民
か
ら
一
五

1
一
一
C
ピ
ア
ス
ト

(5
〉

ル
で
穴
い
取

っ
て
い
た
(
エ
ジ
プ
ト
の
国
内
小
売
似
は
、
各
一
((
一ピ
ア
ス
ト

ル
J
一二
C
ピ
ア
ス
ト
ル
で
あ
っ
た
。
)
か
れ
は
戦
争
後
も
穀

物
の
貿
易
独
占
を
継
続
し
よ
う
と
し
て

、

一
八

一
六
年
に
も

一
C
C
笠
の
船
で
穀
物
を
シ
シ
リ

!、

ナ
ポ
リ
な
ど
へ
送
っ
て
い
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

l
は
、
こ

の
貿
易
収
益
を
増
大
寸
る
た
め

一
八
一
六
年
以
来
主
要
政
作
物
に
咋
先
制
を
布
き
は
じ
め
た
。
州
花
、

砂
糖
、
組
、
麻
、

絹
、
米
、
蜂
蜜
、
胡
麻
を
す
べ
て
国
何
の
合
昨
に
搬
入
さ
せ
、
政
府
の
手
で
輸
出
向
に
販
売
し
て
輸
出
さ
せ
た
。

一
八

〈

6
)

一
二
年
以
来
こ
の
専
売
制
を
あ
ら
ゆ
る
商
品
に
拡
大
し
て
、
八
王
国
内
向
日
川
合
専
売
の
も
と
に
お
い
た
。
一
八
二
九
年
以
来
は
国
内
で
の
光

只
を
も
制
限
し
て
、
設
業
収
穫
を
総
督
に
売
却
さ
せ
て
い
る
。
マ
ン
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
小
去
の
一
元
入
価
格
は
一
ア
ル
デ
プ
当
り
三
(U
ピ
ア

九
ト
ル
、
架
は

二

C
ピ
ア
ス
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
総
督
は
こ
れ
を
五
わ
ピ
ア
ス
ト

ル
、
一
一
一
二
ピ
ア
ス
ト
ル
で
売
っ
て

、
約
七
C
I
凹
C
%

(
7
) 

の
利
益
を
あ
げ
た
。
専
記
に
よ
る
利
益
は

、

一
八

二
一

年
に

一一一
川
O
、
と

の

C
ニ
ジ
プ
ト

・
ホ
ン
ド
(
託
収
入
予
算
一

、
一一
C

C
、
む(い、

C

エ
ジ
プ
ト

・
ポ
ン
ド
)

一
八
一一一六
年
に
は
七
五
台
、
C

C

O
エ
ジ
プ

ト
・
ポ
ン
ド
(
総
収
入
予
算
一
一
一
、
C
C
C
、
({
「
C
ユ
ジ
プ
ト

・

(
8
) 

ホ
ン
ド
)
で

、
そ
れ
は
財
政
収
入
の
約
二
五
%
に
の
ぼ
っ
た
。

こ
う
し
た
政
府
の
貿
易
独
占
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
貿
易
商
や
外
交
使
臣
か
ら
、
白
出
通
商
と
氏
間
経
済
発
則
氏
の
円
以
大
の

時
点
口
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
一
八
三
八
年
の
ト

ル
コ

と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
成
立
し
た
通
商
協
定
は
、
白
山
貿
易
を
規
定
し
、
ニ
ジ
ラフ
ト
に

お
け
る
種
々
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
四
二
年
に
完
全
に
実
施
さ
れ
、
こ
の
前
寸
売
制
宇
一
撲
滅
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

J、
工

業

化

政

策

工
業
化
政
策
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア

リ
の
財
政
政
策
の
第
一一一

の
危
要
対
象
を
な
し
た
。
か
れ
は
、
引
く
手
工
業
に
悶
家
統
制
和
一行
な
っ

て
い
た
が
、
一
八

一
七
伝
J
p
h
f
…γγ
一
来
マ
機
以
工
業
へ

い小山山
川
'さ
せ
、
近
代
的
γ
す
よ
化
、行
-F
一め
た
、w

子
一
一
三
円
〕いい
京
一
日
制
は
一
人

一
六
年
引
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川

9
)

山
ら
い
お
め
ら
れ
た
。
政
府
は
誠
維
北
米
川

r
A
け
、
汗

J

刊
に
一
以
以
汗

一三
次
冷
し
亡

、

がハル
・に
ο
m
uf-バ
入
山
さ
せ

、
九一
一刊

の

に

は

川

φ
一刀

(ω
F
mw三
島
)
が
任
命
さ
れ
、
糸
の
供
給
や
仕
事
を
監
督
し
た

G

仕
上
が
っ
た
織
物
を
一
定
価
格
で
購
入
す
る
役
人
が
各
村
に
派
近
さ
れ
、

か
れ
ら
の
子
で

、
製
品
に
捺
印
が
さ
れ
た
。
製
品
を
私
的
に
完
只
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
、
違
反
者
は
兎
刑
に
処
せ
ら
れ
た。

製
品
は
、

特
権
的
向
人
に
一
定
値
で
卸
さ
れ
て、

売
ら
れ
た
。
た
だ
し
故
初
統
制
は
麻
の
紡
と
リ
ン
ネ
ル
織
物
に
限
ら
れ
た
。

↓
八
一

川
平
か
ら
機
械
工
業
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
国
民
の
利
誌
に
ば
す
る
と
ば
対
し
た

り
さ
〈

Z
Z
や
一
族
の
怠
児
を
俳

し
、

ば
料
が

u
uな
の
と
牒
い
労
働
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
西
欧
品
に
競
争
で
き
る
と
、
必
い
た
ス
ウ

u
l
デ
ン
の
総
領
主

』
cmゆ℃『

回
。
付
与

の
見
解
を
支
持
し
て
一
八
一
七
年
ク
ル
ン
プ
ィ
ッ
シ
ュ
(
同

]
g
E丘
町
『
)
の
大
工
川
旬
、
プ
l
ラ

l
ク
(
∞
D
E
S
)

の
工
坊
に

、
幼

航
機
、
硫
宅
機
、
減
機
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
漂
白
工
場
、
二
つ
の
染
色
工
切
が
そ
れ
ぞ
れ
プ

l
ラ

l
ク
に
設
け
ら
れ
た
。
技
術
宥
や

紙
工
ば
イ
ギ
リ
ス
や
ブ
ジ
ン
ス
が
抗
供
を
拒
が
し
た
の
で

、
主
と
し
て
南
欧
、
f
タ
リ
ア
か
ら
記
入
れ
ら

μ
た。

γ一
助
労
働
汗
と
し
て
同

(川
山)

内
で
川
、
(

J(
:

一戸一
人
の
百
年
が
徴
用
さ
れ
て
い
る
。

一
八
二

O
年
か
ら
は
機
械
工
業
の
極
目
が
増
大
さ
れ
、
精
米
工
場
、
帽
子
工
坊
、
一
出
版
印
刷
工
場
、
鈍
鉄
工
均
、
釧
板
工
川
句
、
鉄
他
県

泣
の
武
器
工
助
、
火
薬
工
場
、
硝
石
工
均
な
ど
に
拡
が
り
、
ド
ロ

ヴ
工

ッ
テノ
J
l
の
以
論
争
一
排
し
て

、
全
陸
海
軍
の
補
給
を
国
内
伶
一
応
で

調
述
す
る
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。
建
設
し
た
工
場
と
そ
の
建
設
経
白
は
別
表
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
(ぃ設

1
)
工
場
は
後
述
の
よ
う
に
技
術
の

未
発
達
、
経
川
内
町出
力
の
不
込
の
た
め
、
国
欧
の
民
側
な
工
業
梨
品
と
競
争
し
え
ず
、

一
八

一一一
心
年
代
末
か
ら
次
第
に
仰
ι比
さ
れ
る
に
い
た

る
が
、
と
も
か
く
何
く
の
問
、
市
の
補
拾
を
あ
る
ね
皮
一
同
替
、
少
、
一
d
d

る
こ
と
二
よ
っ
て

、
幾
分
と
も
財
攻
文
山
の
削
減
二
役
ヶ
一
っ
た
効
川
代
ば

日
退
、
一ν

ノ
こ
と
が
で
き
な
い
。

ニ
財
政
規
模
の
推
移

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l

の
治
世
中
の
財
政
収
入
に
つ
い
て
は
充
分
な
計
数
資
料
に
欠
け
て
い
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

・
ド
!
ア
ン
(
わ
き
同.mg

口
。
巳
ロ
)
の
編
纂
し
た
フ

一ソ
ン
ス
の
使
臣
ボ
ア
ル
コ
ン
ト
男
爵

(
出
向
。
ロ
号
回
三
ω
F
8
5
g
)
の
e
雨
告
に
採
録
さ
れ
た
も
の
は

、
比
較
的

客
観
性
の
あ
る
汁
数
と

い
え
よ
う
。
(
表
2
)

計
数
は
一
八
つ
五
年
か
ら
一
八
四
六
I
七
年
の
山
の
七
化
・に
つ

い
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ

い
て
み

る
と
彼
の
治
山
の
川
十
二

年
の
間
に

、
財
政
収
入
の
総
額
は
エ
ジ
プ
ト
通
貨
の
ピ
ア
ス

ト
ル
で
六
つ
倍
の
明
大
が
み
ら
れ
る
。

ム
ハ
ン
マ

ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
波
綻
(
山
石
、
米
)

目
玉
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〈表 1) ムハンマド・アリーの工業投資

日 法
政
史
学

第
二
十
ザ

費

3，600 ，000 ドノv

40 ，000 

200 ，000 

100 ，000 

3，940 ，000 

220 ，000 

30 ，000 

150 ，000 

300 ，000 
1，500 ，000 

600 ，000 

20 ，000 

240 ，000 

主主程

出jj より糸工場24 工場 (@ 150 ，000 トツレ〉

ブーラーク の織布工場

キァラコ染色工場

精米工場 100 工場 ( @ 1， 000 ドノレ〉

良産物を原料とした工場合計

タノレプーシュ(帽子〉工 場

活版印刷および活字鋳造工場

カイロの鋳鉄工場及銅版工場

ブーラークの造船用鋳鉄工場 (50-60 鉄炉をもっ〉

カイロの小武器および大砲工場(小銃週産 500 丁〉

ローダ (aτ-Rawdah ) の火融工場

パドラシァイン (Badrashaya) の硝石工場

製造工場での 8000 1m の牛(動力用〉

7，000 ，000 

Rivlin ， A.H.B. ， op. cit. ， p. 196. 
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仏
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司

4

0

u

守

リ
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u
A
U
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2

2

2

3

，
戸

i
l

刊いリ

い
う
ま
で
も
な
く
、
ム
ハ

ン
マ
ド

・
ア
リ
!
の
治
枇
中

の
貨
幣
仙
似
の
変
動
は
激
し

(
日
)

い
。
そ
の
初
期
に
は
特
に
激

し
く
、
中
期
以
降
も
か
な
り

継
続
的
に
、

貨
幣
側
航
は
下

落
し
て
い
る
。
為
替
交
換
木

の
下
落
は
治
世
の
全
期
間
で

六
・
問
倍
に
の
ぼ
る
。
(
表

3
)

し
た
が
っ
て
財
政
収
入
額
を

フ
ラ
ン
貨
に
換
算
す
る
と
表

2
の
右
欄
の
傾
に
当
る
。
間一一〈

質
的
に
も
財
政
収
入
の
増
大

は
故
山
で
一
二
・
冗
倍
、

h
A
年
で
九
・
川
倍
と
い
え
よ
う
。

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
ー
が
権
力
を
似
っ
た
当
時
と
地
方
の
マ

ム

ル
l

ク
を
ほ
ぼ
文
配
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
一
八

O
五
年
と

一
八

一
二
年
と
の
山
に
は
、
約
一
二
倍
の
財
政
規
模
の
増
大
が
み
ら
れ

る
。
一
八
一
二
年
は

、

一
部
の
マ
ム
ル

l
ク
の
ロ
t
N山
ヨ
の
没
収

は
あ
る
が
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
十
日
い
ロ
巴
品
目
制
ぃ
肢
が
存
続
し
て
い

る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
年
の
財
政
収
入
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
侵
入

前
の
十
け
い
制
皮
で
同
心
不
統
一

の
成
立
し
た

状
態
に
お
け
る
一
千
リ
勾
的

(ロU

収
入
鋭
校
に
近
い
と

い
え
よ
う
。
一
八
一
三
四
年
以
降

ロ
巴
乱
ヨ

仏フラン

〈表2 )

年

1805 

1812 

1821 

1825-1826 

1829 

1833 

1846-47 
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(表 3 )

制
度
が
完
全
に
い防
止
さ
れ
て
、
国

の
庇
按
徴
税
制
が
布
及
し
、
新
税
率
が
制
定
さ
れ
た

一
八

.
二

年
ま
で
に

、
財
政
規
模
は
約
二
倍
に
州
引
火
し
た
。
こ
の
税
制
が
設
備
さ
れ
、
貿
易
独
占

制
の
椛
立
し
て
ゆ
く

一
八
二
五
年
頃
ま

で
に
、
さ
ら
に
規
模
は
倍
加
し

て
い
る
。
し

か
し、

一
八
二

0
年
代
後
半
か
ら
は、

名
目
的
な
徴
税
領
の
哨
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苛
税
に
よ
る

北
村
の
荒
出
や
ω
阜
市
行
動
の
市
…圧
に
も
と
づ
く
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
災
抗
的
収
入

は
低
下
の
傾
r
川
を
と
っ

て
い
る
と
い

え
よ
う
。

そ
の
経
緯
を
概
観
す
る
と
、

一
八
一
一

0
年
代
は
と
も
か
く
と
し
て
、

一
八
一一
一の
年
代
に
は

そ
の
財
政
状
態
は
慢
性
的
欠
乏
を
つ
や
つ
け
て
悲
劇
的
状
態
に
あ
っ

た
と
い

え
る
。
能
力
獲
得

ま
で
の
初
期
は
別
と
し

て
も、

通
貨
の
経
統
的
侭
落
合
み
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
非
常

な
苦
境
に
た
っ
て
い
た
と

い
え
よ
う。

、王
(
1
〉
同
-
i
s
w
Z色
。
ロ
〉
ロ
ロ
σ
回・一、
H
J
Y
O

〉
mH・F

の
ロ
ロ
ロ
円
巳
可
。
-一の句

。
同

E
C
y
m
E
B
E凶
〉

ロ

宮

間的可同

v
y
p
g耳
Em0・
冨

g
g♀
5
2
F
5
2・
3
・
N
巴・

(
2
)
ω
『

ω者
wω
片山口向。円円日同・一、
H，Fσ

ヨ
ロ
山
口
立
己

ωロ
門
同
〉
己
吉
山
口
一
ω可
伊
丹
-
〈
O

C
円
相
官
三
NmHtcコ
山
口
己
巴
σ〈ゆ]。
U
5
0
ロ
件
。
向
。
2
2
M戸
山
口
問
的
己
】
門

HEu--

口
市
高
・
七
円
山
口

g
g
p
z
o
t司し『
0
2
σ
u
J
5
8・
H

】匂・

H
I
E
-

2
5・
Z
・〉・同・

g
仏

国

ω円。
E
g
J
S
E
F
E
E
-
n
F巳
σ
q
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5
0
巧
g
F
5
L・
H一
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山
口
三

ω
c
s
q
5
5
0
5
m
v
z
g
p

noロ
E
ミ
イ
匂
mwzw
ゲ
℃
-
N
G
印
・
円
、
。
ロ
門
吉

P
巴
印
()wHC印
、吋・

H
h
z
-
5
w
=・〉・ロ・・

CM】
・
三
了
℃
℃
-

N

。t

N
h肝・

(
3
)
ωyω
君、

ω
・ト『・

は

一
七
九
八
年
に
お
け
る

エ
ジ
プ

ト
の
財
政
収
入
を
枚
討
し、

g-円F

・

p
・一
N
W
W
C
ω
y
u
m
MN句
、白
E
E
W
E-円
早
口
一

な
と
の

判
明
を
つ
ぎ
の
よ

う
に

み
て
い

る。

(
ω
E
F
ω
・7
。
匂
・
巳
了

E
y
g
t
m
v
d、
な
お、

総
督
政
市
の
収
入
と
し

て
は、

各
都
市
に
課
せ
ら
れ
た
市
場
税
八
日
ロ
宮

g
ぷ〉

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
人
頭
税

C
F
N苫
ご

な
ど
が
あ
っ
た
。

ム
ハン

マド

・ア
リ
の
財
政
政
策
の
政
杭
(
山
.m永
)

凹
-[:: 
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四

、

租

税

収

入

の

千佳
ヰ9
fタ

イ
財
政
膨
張
の
諸
要
因

前
述
の
よ
う
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
治
世
を
通
じ
て
、
財
政
規
模
は
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
た
。
そ
れ
は
、
初
期
の
税
制
改
革

や
経
済
政
策
の
強
化
に
よ
る
収
入
増
大
で
二
応
充
実
さ
れ
た
が
、
末
期
に
は
支
出
の
増
大
が
調
達
能
力
を
こ
え
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
づ
、
こ
の
財
政
支
出
膨
張
の
要
因
を
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

必
要
の
第
一
は
軍
事
費
で
あ
っ
た

Q

軍
事
費
の
増
加
は
、
数
次
の
外
征
と

シ
リ
ア
戦
争
を
貫
行
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
軍
備
の
強
化
、

兵
員
の
増
加
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
侵
入
前

三
二

C
C
C人
を
常
態
と
し
た
兵
員
は
、

一
八
二
九
年
に
は
六
二
、

0
0

0
人
に
増
え
た
が
、
第
一
回
シ
リ
ア
戦
後
の
一
八
三
二
年
に
は
二

一五
、
0
0
0人
に
増
大
し
、
第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
直
前
一
五
七
、

。

ハ
2
)

つ
O
人
に
膨
張
し
て
い
た
。
人
口
総
数
三

C
O
J
間
五

0
.万

人
の
一一一
%
を
こ
え
る
軍
備
は
、
前
近
代
的
国
家
の
能
力
を
こ
え
て
い
た
と
い

え
る
が
、
そ
れ
が
何
よ
り
も
財
政
の
膨
張
を
促
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

第
二
は
長
業
改
良
の
た
め
の
濯
翫
治
水
に
必
要
な
土
木
事
業
の
経
費
で
あ
る
。

か
れ
の
設
け
た
最
大
の
運
河
で
一
八
一
七
年
に
着
工

し、

一
八
二
O
年
に
完
成
し
た
マ
フ
ム
デ

J

ヤ
用
水
路
(
巳
・
宮
川

H
F
E
E
-
E
-
r
n
g巳
幅
三
六
米
、
深
さ

一
日
米
、
長
さ
七
二
粁
)
は
、

建
設
費
一
、
七
五

O
万
ピ
ア
ス
ト
ル
を
要
し
た
と
い
う
。
か
れ
の
治
世
に
開
さ
く
し
た
運
河
の
全
長
は
八

O
O粁
を
こ
え
る
と
算
定
さ
れ

ハ
4
〉

て
い
る
。
そ
の
多
く
の
も
の
は
マ
ブ
ム

l
デ
l
ヤ
、運
河
よ
り
遥
に
規
模
が
小
さ
く
幅
も
狭
い
も
の
で
あ
る
が
、
全
長
約
八

O
O粁
に
の
ぼ

る
も
の
の
建
設
費
総
額
は
巨
額
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
一
八
三
七
年
に
再
計
画
し
た
デ
ル
タ
の
バ
ラ
ー
ジ
ュ
(
心
山
口
丘
町

包
同
町
内
伊
首
守

MHF)
は
四
、
四

O
O万
ピ
ア
ス
ト
ル
の
経
費
を
見
込
ん
で
い
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
は
運
河
に
沿
っ
て
設
け
た
揚
水
機

3
2ぞ
与
)

三
八
、

0
0
0箇
で
も
、
建
設
費
一
億
三
、
六
五

O
万
ピ
ア
ス
ト
ル
を
要
し
、
そ
の
維
持
費
は
年
々
七
、

三
五
O
万
ピ

ア
ス
ト
ル
に
の
ぼ

っ
た
と
み
て
い
る
。
こ
の
濯
甑
は
、
農
産
物
の
増
収
を
も
た
ら
し
、
柿
花
の
輸
出
を

一
八
二
二
年
の
三
万
五
、

0
0
0
カ
ン
タ
ル
か
ら

一

八
三
七
年
の
ご
二
万
五

O
O
カ
ン
タ
ル
、
一
八
四
七
年
の
二
五
万
七
、
五

O
O
カ
ン
タ
ル
の
程
度
に
増
加
さ
す
な
ど
、
農
産
物
の
愉
出
増

大
に
よ
る
収
益
を
も
た
ら
し
て
、
あ
る
程
度
支
出
を
償
つ
て
は
い
る
が
、
莫
大
な
建
設
経
質
は
大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
〈
岩
永
)

四
九
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法
政
史
学

第
二
十
号

ヱエ
C 

第
三
は
工
場
建
設
で
あ
る
。
か
れ
の
創
設
し
た
機
械
工
場
の
建
設
費
は
、
一
八
三
二
年
ま
で
に
七
仁

C
万
ド
ル
(
一
億
六
じ

C
万
ピ
ア

(
8〉

ス
ト
ル
〉
に
の
ぼ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
デ
ュ
ア
メ

l

(
ロ
ロ
『

ω
E巳
)
に
よ
れ
ば
終
始
赤
字
巡
併
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
営
費
負
担
も
加
わ
っ
て
支
出
の
大
き
な
部
門
を
な
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
諸
部
門
の
他
、
道
路
建
設
、
都
市
改
造
、
船
舶
建
造
な
ど
の
諸
事
業
に
も
少
な
か
ら
ぬ
資
金
を
必
要
と
し
た
。
こ
と
に
。
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
は
一
宮
殿
を
建
設
し
て
一
都
市
を
荒

J

屍
さ
せ
た
。
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
後
継
者
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
が
、
官
廷
生

活
の
浪
費
も
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
総
督

一
族
の
経
費
は
、
高
級
宮
僚
、
地
方
長
官
な
ど
の
巨
額
の
給
与
な
ど
と
と
も

に
、
財
政
支
出
の
重
圧
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

口
租
税
引
上
げ
の
状
況

地
租
収
入
の
変
化

こ
う
し
た
支
出
に
見
会
う
財
政
収
入
の
構
成
と
か
、
増
大
の
経
過
を
詳
細
に
あ
と
や
つ
け
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
り
、
わ
ず

か
に
徴
税
制
度
の
整
備
や
税
率
の
改
一
訂
の
経
過
か
ら
、
大
体
の
傾
向
を
推
定
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
財
政
収
入
の
大
部
分
は
地
租
収
入
で
あ
る
。
そ
の
推
移
を
、
種
々
の
報
告
を
総
合
し
て
リ
プ
リ
ン
(
河
守
口
ロ
)
は
、

(
9〉

表
3
の
よ
う
に
計
算
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計
算
は
い
ず
れ
も
ボ
ア
ル
コ
ン
ト
(
回
。

E
2。
B
Z
)
の
も
の
よ
り
、
友
大
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
で
、
地
租
収
入
が
総
収
入
の
半
ば
前
後
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
総
税
収
入
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
租

収
入
は
末
年
ま
で
増
加
し
つ
。
つ
け
て
い
る
。
こ
の
地
租
の
増
大
の
理
由
は
、

一
に
は
地
租
率
の
引
上
げ
と
直
接
徴
税
制
の
結
束
で
あ
り
、

こ
に
は
課
税
地
の
拡
大
、
た
と
え
ば
当
mgqω}戸
地
が
そ
の
所
有
者
の
死
後
国
家
に
還
帰
さ
れ
た
な
ど
、
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

G

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
は
治
世
の
初
頭
か
ら
財
政
収
入
の
確
保
の
た
め
徴
税
組
織
の
確
立
に
つ
と
め
て
い
る
。
一
八

C
六
年
に
最
初
の

税
額
表
の
整
備
を
行
な
い
、
納
税
者
名
簿
に
土
地
面
積
と
税
額
を
記
載
し
た
が
、
そ
の
と
き
緊
急
的
に
定
め
た
税
率
は
、
一
フ
ァ
ツ
ダ
i

ン
当
り
フ
ラ
ン
ス
占
領
時
の

二
七

。)
パ
ヲ
に
比
し
若
し
く
山
い

一
一ム

I
一
六

甘
え
h
5
2
2
ユ
と
(
一

三
五
(ト
-t
一
凶
問
。
パ
ラ
)
と
な
っ

て
い
る

Q

こ
れ
は
一
八
乙
九
年
、
一
フ

ァ
ツ
ダ
i
ン
当
り
、
八
一
」~
)、
九
:

~
、

一
C
C
一
、

一一

(コ

ム
ラ
の
問
訟
の
税
率
に
引
下
汗

(
叩
)

ら
れ
、
調
整
さ
れ
た
。

ロ
己
N
山

B
制
の
・
廃
止
と
並
行
し
て

一
八
一

一二
年
か
ら
一
八

一
四
年
の
土
地
測
盆
が
行
な
わ
れ
た
と
き
、
税
率
は
一

C
、
一
一、
一一
一、
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財政総収入と地租収入 〈単位:ピアストル〉

イ也 の 収入によるもの

〈表〉

考
舟
刷
川

F
'勾
L
U

地租収入入lt;z 
Boislecomte 

l¥1 engin 

Barker 

l¥1 imeut 

Colin 

Duhamel 

Count Medem 

Barnett 

乱1urrey

140 ，500 

160 ，00。
31 1， 000 

364 ，300 

360 ，000 

230 ，000 

253 ，000 

230 ，000 

219 ，00。

1836 

1838 

1844 

1846 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
り
の
財
政
政
策
の
破
綻

ハ
岩
永
〉

66 ，054 

400 ，000 

380 ，000 

70 ，000 

200 ，000 

1821 

1825 

1827 

1829 

1833 

1834 

300 ，201 

山
、
一

五

巳

E-
の
五
段
陀
に
分
け
ら
れ
、
九

C
C
、
九
九
(し
、

一
C
八
C
、

二
六

C
、
一
四
五

C
M)凶
片
山
と
約
一二

C
%引
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
こ

れ
ま
で

B
E
W
B」
N
w
r
c
ω
Y
R
q
M
W
F
な
ど
に
税
額
の
内
容
が
分
割
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
国
税

r
F常
丘
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
八
二
二

t
四
年
の
税
率
は
一

八
二
一
年
に
は
、
第

一
級
地
を
一
フ
ァ

ツ
ダ
l

ン
当
り
一
七
唱
え

2
5
ω
(
H
H
1
3
-、

一
五
三

O
。
ハ
ラ
)
、
一

八
二
二
年
に
二
二

O
O
。ハ
一
ブ
(
一
一
級
は
二
二

O
O
。ハラ)、

一
八
二
四
年
に
は
六
七
・
五
ピ
ア

ス
ト
ル
(
二
七
C
C
パ
ラ
)
と
、
相
つ
い
で
引

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第

一
一
聞
の
シ
リ
ア
戦
争
の
後
、
税
率
は
第
一
級
地

を
二
八
八

O
パ
ラ
に
用
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
土
地
は
九
種
に
分
類

さ

れ
、
一
一
ピ
ア
ス
ト
ル
な
い
し
七
二
ビ
ア
λ

ト
ル
(
凹
凹
む

J
二
八
八

O
〉
の
税

率
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

課
税
地
出
積
の
変
化
も
詳
細
に
は
知
ら
れ
て
な
い
。
し
か
し
、
土
地
台
帳
表
に

よ
れ
ば
自
己

S
N
-
B
制
の
廃
止
さ
れ
た
院
後
の
一
八
二
O
I
一
二

年
に
は
、
課
税

地
が
一
九
五
万
六
六
四
(じ

ブ
ァ
ツ
ダ
l

ン
で
あ
っ
た
が
、

一
九
四
四
年
に
は
課
税

(
日
〉

地
は
三
五
六
万
九
四
七
九
フ

ァ
ツ
ダ
l
ン
に
増
加
し
て
い
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

リ
!
の
治
世
中
、
耕
作
地
出
積
の
別
加
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
増
加
分
二
ハ

一
万
二
八一
二
九
フ
ァ
ツ
ダ
l

ン
は
、
円
-
t
N
U
E
制
廃
止
で
一

代
限
り
授
与
さ
れ
て
い
た

4
3巴
苫
廿
地
の
同
家
に
辺
元
さ
れ
た
も
の
、
国
有
地
と

し
て
原
料
作
物
の
絞
培
地
と
さ
れ
て
い
た
も
の
、
mWC
凶
門
出
可
。
・
}
戸
地
と
さ
れ
て
い
た
も

の
で
耕
地
化
さ
れ
た
も
の
、
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
る

0
5
5
相
当
傾
の
み
課
さ

れ
て
い
た
当

gqmHF
地
が
お
a
R
L」

w
g
E出
可
各
分
の
合
計
の
約
一一
一
倍
に
近
い

rymw
円
と
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
入
は

か
な
り
煎
大
し
た
と
い
え
よ
う
。

JJ. 
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法
政
史
学

第
二
十
号

五

人

頭

税

財
政
収
入
の
増
え
の
た
め
に
、
相
つ
い
で
徴
税
制
を
増
加
し
な
が
ら
も
、
文
川
を
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ
た
人
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
は
、

地
租
以
外
の
財
源
を
大
幅
に
校
栄
し
た
。
ま
た
地
租
に
つ
い
て
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
法
の
税
卒
の
限
い
は
が
-
破
っ
た
か
れ
は
、
そ
の
他
の
税

種
目
で
も
、
イ
ス
ラ
ム
制
度
の
作
を
破
っ
て
、
苛
酷
な
訣

h

ポ
に
・
十
七
っ
て
い
る
。
一
政
ら
し
い
人
.
民
税

2
5
E同
日

2
.
P
ω
)

の
制
皮
は
そ
の

典
明
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ム
制
国
家
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
凶
の
一
環
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
で
は
人
以
税
は
大
き
な
収
入
源
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
人
以
税
は
本
米
ス
ル
タ
ン
政
府
へ
ん
k

制
送
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
政

E

附
の
財
源
と
は
な
り
え
な
か
っ

}

」

o

，
サ
/

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
は
い
わ
ば
宗
派
の
別
な
く
、
郡
市
・
及
村
の
別
な
く
、

μ数
叫
的
に
住
民
か
ら
人
以
税

(
E
E巳
R
E
dろ
を

徴
収
し
た
。
成
人
は
能
力
に
よ
っ
て
冗
パ
ラ
か
ら
五

O
O
パ
一
ブ
の
税
を
徴
収
さ
れ
た
が
、
史
民
は
通
常
つ
一

O
な
い
し
一
円
(
¥
ハ
ラ
、
職
人

(ロ)

ば
比
較
的
山
初
の
も
の
を
徴
収
さ
れ
た
。
外
国
人
は
免
除
さ
れ
、
行
支
は
減
額
さ
れ
た
。

EEMH同
の
額
は
一
八
一
一
九
年
の
六
二
同
一
丸
ピ
ア

ス
ト
ル
か
ら
一
八
間
五
年
の
凹
つ
ヘ

C
万
ピ
ア
ス
ト
ル
と
え
刑
し
て
、
収
入
の
大
き
な
部
分
を
な
し
た
。
(
夫

4
)
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

i
u一

t
N可
p
y

は
別
に
徴
収
さ
れ
た
。
そ
の
本
は
一
人
主
り
九
、
一
八
、
一
一
一
人
ハ
ピ
ア
ス
ト
ル
の
一
二
障
で
、

調

J
一

0

0

0

0

5

川
町
一
竹
一
刈
刈
小
川
仙
川
湖
一
八
三
川
年
に
は
合
汁
阿
〔
ハ
〔
万
ピ
ア
ス
ト
ル
一
八
同
五
年
に
は
五
二
(
(
一
万
ピ
ア
ス
ト
ル
に

φι

，

d

一

ハ

U

A

U

A

リ
ハ
υ

Q

U

-

白
ァ
一

M
m
∞
∞
冗
一
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ジ
ズ
ヤ
も
ま
た
第
一
川
シ
リ
ア
戦
争
後
の
財
政
不
足
に
対
応
し
て
強
化
さ
れ
た

v

a

J

-

一

，

，

，

，

-

i
一

6

7

0

0

2

日
・
・
一

3

3

4

5

状
況
が
推
測
さ
れ
る
。

ιリ一

〉

耕

一

住

宅

税

4

C
一
次

m
M
お

必

必

一

八

二

二

年

に

、

各

一

μ
一二一一(一

J
八
(
~
ピ
ア
ス
ト
ル
の
主
一
ぃ
税
、
が
課
さ
れ
た
が
、
非
常
な
反

ノ
、
一

8

8

8

8

一
C

句

1

1
ム

1ム
噌

i

'

i

一
司

1

1

1

ー
は
が
あ
っ
て
一
、
町
長
止
さ
れ
た
。
し
か
し
後
払
]
志
ロ
と
し
て
復
一
泊
さ
れ
、
一
月
の
家
氏
分
を
徴
収

さ
れ
た
。棄

榔
子
税

昨
日
(
付
で
は
さ
ら
に
棄
榔
子
の
探
税
が
ん
き
な
制
に
の
之
っ
人
一
。

こ
の
税
は
J

山
く
、
?
り
一
げ
だ
し
た
が
、

一
へ
二
二
年
に
は
榔
子
の
木
プ
一
本
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に
二
ヒ
ア
λ

ト

ル

(
一八
じ

ハ
ラ
)
が
引
臥
せ
ら
れ
た
c

そ
の
の
ち
改
訂
さ
れ
た
が
ポ

ー
リ

ン
グ

(ロ
eq--伝
)
は

一
八
一二
五
年
、

一
本
に

m

C
パ
一
ブ
づ
っ
全
国
に
約
二

C
C万
本
課
さ
れ
た
、
と
一
一-川
っ
て
い
る
。
デ
ュ
ア
メ
ル
(
ロ
巳

g
B巳
)
も
、
上
エ

ジ
プ
ト
で

二
(じ
、
四

C
、
五

C
パ
ラ

、
一卜

エ
ジ
プ

ト
問
。
、
六
O
、

一
(U
O
パ
ラ
が
課
さ
れ
て
い
る
と
報
什
し
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
!
カ
l
(

∞ω件
。
円
)
の
計
算
で
は

年
額
二

C
C
万
ピ
ア
ス

ト
ル
に
の
ぼ
る。

総
額
は

必
ら
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
納
税
者
に
と
っ
て
は
少
な
か
ら
ぬ
久
犯
と
み
ら

れ
る
。以

上

の
よ
う
な
苛
税
の
珠
求
は
、

エ
ジ
プ
ト
の
良
氏
を
未
品
目
右
の
窮
之
に
附
れ
た
と
、
多
く
の
当
時
の
批
判
的
考
祭
脅
か
ら
み
ら
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
メ
デ
ム
伯
は
『
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
i
の
慈
愛
的
考
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徴
川
と
専
売
と
苛
税
と
に
よ
っ
て
継
続
的

(
臼
)

衰
退
に
陥
れ
ら
れ
て

い
る
』
と
い
い
、
ハ
モ

ン
(
国
mwB。
己
)
も
、
『
人
類
の
殿
山
九
で
、
封
建
制
と
奴
隷
制
と
を
問
わ
ず
、
労
働
者
か
ら
食

料
ま
で
奪
い
は
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
な
経
済
制
度
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
は
良
民
を
飢
食
に
す
る
わ
と
ま

(
M
H
) 

で
妬
ん
だ
か
に
み
え
る
』
。
こ
う
し
た
訣
求
が
良
氏
の
労
働
芯
慾
を
失
わ
さ
せ
、
エ
ジ
プ
ト
に
マ
ム
ル
i
ク
時
代
の
暴
政
さ
え
も
、
引
さ
せ

(
日
)

た
と
い
わ
れ
る
。

ハ
慢
性
的
財
政
窮
乏
の
状
態

こ
の
よ
う
な
租
税
政
策
に
よ
っ
て
述
成
さ
れ
た
財
政
収
入
が
、
文
川
と
ど
う
見
合
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
新
株
な
算
川
は
む
つ
か

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
報
行
に
基
い
て
み
れ
ば
、
収
入
は
し
ば
し
ば
徴
税
凡
積
り
を
下
廻

っ
た
。
滞
納
悦
性
的
と
な
り
、
政
府
は
収
入
不
足

の
た
め
官
吏
や
兵
士
の
給
与
支
払
遅
延
や
国
内
向
人
か
ら
の
前
借
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
と
に
第
一
次
シ
リ
ア
戦
争
以
降
頻

繁
に
な
っ
て
い
る
。

窮
之
は
た
え
ず
税
率
改
一川
を
促
し
た
。
一
八

C
六
年
か
ら
七
化
，
に
か
け
て
の
以
初
の
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
円
以
入
以
来
出
乱
を
つ
づ
け
た
制

度
の
再
建
を
け
指
し
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
と
く
に
山
い
税
率
セ
う
ち
川
し

て
い
る
。
一
八

O
七
年

一
(U
月
の
傭
兵
の
似
乱
の
際
、
一
説
で

は
延
給
与
支
払
の
滞
傾
は
一一一C
C
0
.刀

ピ
ア
λ

ト
ル
に
の
ぼ
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
税
制
改
-パ
は
財
政
の
窮
迫
に
促
さ
れ
た
点

(

日
山

)

が
多
い
。
こ
の
と
き
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
は
牧
乱
者
に
三
か
月
分
の
給
与
の
支
払
い
を
約
束
し
、
残
余
は
切
捨
て
て
収
拾
し
て
い
る
。

一
八
一

一一一

t
一
間
年
の
税
制
の
根
本
的
改
訂
で
財
政
の
某
礎
が
悶
め
ら
れ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
了
後
の
ス

ル
タ
ン
政
庁
へ
の
れ
税

の
的
大
な
ど
で
脅
か
さ
れ
は
じ
め
、
一
八
一
七

t
一
八
一
八
年
の
附
の
ア
ラ
ビ
ア
遠
征
、
一
八
二

C
年
か
ら
六
年
間
の
九
ダ
ン
述
紅
、
一

ム
ハ
ソ
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
ハ
岩
永
〉

五
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法
政
史
学

第
二
十
号

E 
l~日

八
二
同
年
か
ら
の
ギ
リ
シ
ア
独
す
一
一
鎮
圧
の
逮
征
の
経
刊
一
で
若
し
く
γ
江
迫
を
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経
仕
訓
迭
の
た
め
に
、
地
利
率
の
引

上
げ
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
貿
易
独
占
制
が
問
め
ら
れ
た
。
ま
た
貿
易
を
す
る
民
菜
市
必
の
た
め
の
運
河
の
問
さ
く
、
川
市
吋
品
調
達
の
た

め
の
機
械
工
業
の
創
設
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
も
む
し
ろ
創
業
技
九
拘
を
加
吊
す
る
こ
と
し
」
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
一
八
一
一
川
、
二

五
年
の
過
度
の
洪
水
と
氾
活
に
よ
る
長
村
の
被
告
に
よ
っ
て
良
民
の
未
納
が
明
大
し
た
。
一
八
二
七
年
一
つ
月
に
は
宮
吏
・
兵
士
へ
の
給
与

(
げ
)

の
遅
滞
が
夫
両
化
し
、
げ
で
の
い
判
。
は
一
億
五

O
つ
万
ピ
ア
ス
ト
ル
に
の
ぽ
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
全
国
の
州
の
有
力
者

(
ω
r
a
r
F
)

た
ち
を
集
め
て
、
滞
納
分
の
二
年
間
で
の
完
納
を
要
求
す
る
指
示
が
川
さ
れ
た
ほ
か
、
一

ω
V
の
'
川
内
心
的
拠
金
の
要
求
、
肥
沃
地
へ
の
特
別

課
税
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
状
態
は
ナ
パ
リ
ノ
(
Z
P〈

R
E。
)
の
海
戦
後
、
や
や
緩
和
さ
れ
、
一
八
二
八
年
の
好
調
な
洪
水
で
よ
う
や
く

一
時
安
定
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
一
回
シ
リ
ア
遠
征
後
、
財
政
は
没
性
的
に
窮
乏
を
つ
や
つ
け
た
。
遠
征
貸
捻
出
の
た
め
の
苛
税
の
た
め
、
民
村
で
は
滞
納
と
離
村
逃
亡

が
増
加
し
た
。
一
八
三
二
年
に
は
滞
納
が
三
五

O
万
ド
ル
(
一
億
五

σ
0
0
.刀
ピ
ア
ス
ト
ル
)
に
の
ぼ
り
、
翌
一
八
三
三
年
に
は
ま
た

(

刊

凶

)

税
率
引
上
げ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
八
三
同
年
初
、
官
吏
・
兵
士
へ
の
不
払
い
が
つ
二

0
0
万
ピ
ア
ス
ト
ル
に
注

し
、
国
内
の
商
人
か
ら
前
貸
を
う
け
て
財
政
支
出
に
充
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
は
苛
税
の
市
一
圧
を
調
整
す
る
た
め
一
部
に
減
免

の
措
置
さ
え
と
ら
れ
る
ほ
ど
離
村
と
滞
納
が
つ
や
つ
い
て
い
る
。
一
八
三
七
年
の
春
の
滞
納
分
は
九
五

0
0万
ピ
ア
ス
ト
ル
に
の
ぼ
り
、
こ

(
ゆ
)

の
年
の
洪
水
不
足
で
秋
に
は
財
政
窮
乏
が
つ
の
っ
て
、
一
九
三
八
年
各
州
の
長
官

(
Bロ
告
。
の
会
議
を
も
っ
て
も
完
納
の
方
策
を
構
じ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
三
八
年
の
良
好
な
洪
水
で
や
や
破
滅
は
ひ
き
の
ば
さ
れ
た
が
二
八
三
九
年
か
ら
の
第
二
同
シ
リ
ア
戦
争
は
、

貿
易
の
減
少
と
も
相
侯
っ
て
財
政
不
足
守
一
破
滅
的
と
し
た
。
こ
の
と
き
、
プ
ラ
ス
ン
が
二

O
J
万
ド
ル
の
借
款
供
与
を
提
一
正
し
て
い
る
ほ

(
却
〉

ど
で
あ
っ
た
。

シ
リ
ア
戦
争
で
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
一
屈
服
は
、
文
字
通
り
こ
う
し
た
財
政
窮
乏
が
こ
れ
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
の
敗
北
は
か
れ
の
あ
ら
ゆ
る
建
設
的
政
策
の
倒
壊
の
第
一
歩
で
あ
り
、
こ
の
と
き
な
転
機
に
か
れ
の
国
内
政
治
経
済

の
指
導
力
と
財
政
政
策
と
は
、
国
際
的
庄
力
の
も
と
に
昧
閉
さ
れ
、
交
一
況
を
余
儀
な
く
さ
九
て
ゆ
く
。
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法
政
史
学

第
二
十
号

I J-

-'-
J 、

五
、
第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
と
財
政
政
策
の
破
綻

イ
貿
易
独
占
制
の
廃
止
と
工
業
化
政
策
の
終
鷲

シ
リ
ア
に
お
け
る
農
民
の
叛
乱
で
口
火
が
つ

け
ら
れ
、
ト

ル
コ
と
の
対
決
を
西
欧
列
強
の
介
入
で
抑
止
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
の
世
襲
的
総

督
権
以
外
の

あ
ら
ゆ
る
領
土
支
配
の
喪
失
を
招
い
た
第
二
同
シ

リ
ア
戦
争
(
一
八
三
九

・
六
l

一
八
四

C
・
七
)
は
、
表
面
的
に
は
箆
頭

を
つ
づ
け
な
が
ら
、
裏
面
で
は
よ
う
や
く
経
済
的
行
詰
り
に
逢
着
し
は
じ
め
て
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l

の
経
済
財
政
政
策
に
致
命
的

打
撃
を
与
え
、
政
策
の
転
換
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
第

一
に
一
八
三
八
年
ト
ル
コ
と
イ
ギ
リ
ス
の
聞
に
成
立
し
た
通
商
協
定

を
エ
ジ
プ
ト
へ
強
制
し
、
自
由
貿
易
政
策
の
採
用
を
余
儀
な
く
し
た
。
第
二
に
領
土
の
縮
少
か
ら
地
租
収
入
地
加
の
必
要
を

一
層
つ
の
ら

せ
、
収
穫
の
強
制
と
大
所
右
制
へ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
。

一
八
三
八
年
イ
ギ
リ
ス
が
ト
ル
コ

帝
国
と
結
ん
だ
通
尚
協
定
は
、
ト

ル
コ
の
国
内
に
お
け
る
イ

ギ
り
λ

人
尚
人
に
、
取
引
の
日
由
を
容

お
し
、
輸
入
関
税
を
従
側
五
%
、
輸
出
関
税
を
従
価
十
二
%
に
固
定
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
商
品
の
流
入
か
一
容
易
に
し
よ
う
と
十J

る
も
の
、
夜

業
革
命
後
世
界
の
市
場
制
蹴
を
日
ざ
す
イ
ギ
リ
ス
廃
業
資
本
に
よ
る
ト
ル
コ
の
輸
出
市
場
化
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
本
来
オ
ス
マ
ン

・
ト

ル
コ
本
国
や
レ

パ
ン

ト
地
方
で
国
内
生
践
と
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
現
地
人
ギ
ル
ト
の
制
約
を
打
破
し
よ
う

(1
)

(

2

) 

と
す
る
も
の
で
、

エ
ジ
プ
ト
ま
で
指
向
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
協
定
成
立
後
、

ニ
ジ
プ
ト
の
貿
易
独
占
制
を
批
判
す
る
尚
人
の
圧

力
で
、

ニ
ジ
プ
ト
へ
の
適
用
が
図
ら
れ
'
に
。
そ
し
て
第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
敗
北
後
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
i
の
抵
抗
を
排
し
、

一
八
四
二

年
五
月
以
降
、
完
全
に
エ
ジ
プ
ト
に
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
G

事
実
、
協
定
は
成
立
後
直
ち
に

エ
ジ
プ
ト

で
も
実
施
を
迫
ら
れ
た
が
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

l
は
当
初
種
々
の
方
法
で
実
施
を
阻
害
し

よ
う
と
試
み
て
い
る
。
一
八
三
九
年
三
月
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ

l
は
イ
ギ
リ
ス
の
総
領
事

。
ω
B℃
σ巳】
に
協
定
の
通
知
を
う
け
れ
ば
誠
実

じ
履
行
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
ィ
ギ
リ
ヌ
将
人
、
が
良
氏
と
円
山
に
以
引
す
る
の
を
妨
げ
る
よ
う
に
『
尚
人
が
良
氏
に
収
入
れ
以
前
に
前
貸

し
せ
ぬ
よ
う
、
そ
う
し

て
炭
火
の
利
訟
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
』
こ
と
を
条
件
に
あ
げ
て

い
る
c

つ
い
で

一
八
三
九
年
六
月
ト

ル
コ
と
の

第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
戦
争
の
解
決
ま
で
施
行
せ
ぬ
こ
と
を
主
張
し
た
。
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第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
の
敗
北
で
立
場
が
弱
化
し
た
と
き
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
は
穀
物
と
油
性
種
子

の
専
売
を
停
止
し
て
、
取
引
自

由
化
へ
の
態
度
を
示
し
た
が
、
独
占
し
脆
止
は
漸
次
行
う
べ
き
で
あ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
回
日
ロ
己
同
大
佐
に
巾
入
れ
て
、
な
お
引
延

(
4
) 

し
を
閃
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
二
ヶ
年
間
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
と
領
引
の
問
で
、
円
山
交
易
の
ば
現
と
実
施
法
に
つ
い
て
論
争
が
つ

づ
け
ら
れ
た
。
ナ
イ
ル
河
で
の
船
舶
の
自
由
運
航
を
承
・川
附
さ
れ
る
と
、
民
間
船
舶
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
傭
入
れ
を
妨
出
し
、
そ
れ
が
不
可
能

に
な
る
と
乗
組
員
の
傭
入
を
妨
害
す
る
な
ど
、
エ
ジ
プ
ト
側
は
種
々
の
抵
抗
を
つ
や
つ
け
て
い
る
。

一
方
で
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l
は

一
八
四
一
年
一
月
二
向
日
か
ら
新
関
税
を
実
施
す
る
命
令
を
出
し
て
、
関
税
の
前
収
を
災
現
し
よ
う

と
し
た
。
輸
入
税
五
%
、
輸
出
税

二
一
%
は
、
従
来
の
関
税
よ
り
高
率
で
あ
り
、
政
府
に
専
川
町
制
廃
止
の
引
火
を
或
紅
皮
補
わ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
商
人
は
棉
花
な
ど
の
専
売
を
解
い
て
山
河
合
な
国
内
で
の
日
出
取
引
を
災
施
せ
ぬ
か
ぎ
り
、

新
関
税
は

納
入
し
な
い
と
抵
抗
し
た
。
こ
の
結
果
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
は
つ

い
に

一
八
同
一
一
年
五
月
一
一
六
日
、

川
花
の
取
引
の

'H由
化
を
認
め

(
5
) 

て
、
約
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
た
貿
易
独
専
制
を
最
終
的
に
解
消
し
た
。
か
れ
の
故
後
ま
で
執
若
し
た
貿
易
独
占
制
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由

貿
易
政
策
の
前
に
崩
れ
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(6
) 

独
占
制
は
一
八
三
六
年
輸
出
の
九
五
%
、
輸
入
の
問
。
%
を
政
府
の
統
制
下
に
お
い
て
い
た
。
一
八
川
九
年
イ
ギ
リ
λ

が
エ
ジ
プ
ト
の

(
7
) 

貿
易
で
輸
出
の
四
九
%
、
輸
入
の
四
一
%
を
制
し
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
通
商
協
定
の
効
果
は
切
ら
か
で
あ
ろ
う
と
は
い
え
、
専
売
の
益

金
は
一
八
二
一
年
で
二
八
%
(
三
四

O
O
万
ピ
ア
ス
ト
ル
)
、
一
八
三
六
年
で
総
収
入
の
二
C
%
(
七
五
C
C
万
ピ
ア
ス
ト
ル
)
で
あ
っ

た
。
一
八
四
五
年
の
臼
見
易
か
ら
み
て
関
税
収
入
は
、
輸
入
で
五

0
0万
ピ
ア
ス
ト

ル
、
輸
出
で
二
C
問
C
万
ピ
ア
ス
ト
ル

、
合
計
二
五
C

心
万
ピ
ア
λ

ト
ル
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
貿
易
収
入
は
約
三
分
の
一
に
減
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
政
策
は
工
業
化
政
策
に
も
決
定
的
打
撃
を
与
え
た
。
も
と
も
と
ム
ハ
ン
一
、
ド
・
ア
リ
!
の
工
業
化
計
画
は
多
く

の
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
技
術
者
や
熟
練
労
働
者
の
不
足
、
暑
く
挨
の
多
い
風
土
へ
の
機
械
の
適
応
性
の
欠
如
、
補
修
の
技
術
者
や
部
品
の

不
足
、
動
力
の
欠
乏
(
牛
力
で
機
械
を
動
か
し
た
て
徴
用
さ
れ
た
農
民
労
働
者
の
定
着
せ
ぬ
こ
と
、
そ
れ
に
高
給
の
外
人
技
術
者
の
傭

ハ
8
)

入
れ
な
ど
で
あ
る
。
工
場
は
つ
ね
に
故
障
が
多
く
、
欠
損
が
つ
や
つ
い
た
。
-
」う
し
て
、
工
業
生
産
力
は

一
八
三
0
年
代
半
ば
に
頂
上
に
達

し
た
が
、
以
後
込
速
に
茨
退
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
三
七
年
に
二
九
あ
っ
た
引
工
沿
は
、

一
人
間
「-
年
に
は
一
五
が
減
じ
て
い
た
。

一

部
で
は
ム
ハ
ン
ド

・
ア

リ
l
は
、
政
府
の
工
場
を
使
則
す
る
原
料
を
一
定
似
で
供
給
、
一
3

る
こ
と
に
よ
り
関
心
を
懐
い
て

、
一
ム
均
の
保
守
へ

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
ハ
岩
、
水
〉

五
七
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法
政
史
学

第
二
十
号

五
八

(9
) 

の
関
心
が
薄
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

第
二
一
凶
シ
リ
ア
ル
北
争
後
の
叉
必
0
・
は
山
化
は

、-一一へは
の
減
少
し
}
相
侯

っ
て
粗
悪
で
一品川
川
な
国
営一ム
切
の
生
昨
.
物
の
捌
口

-r社
絶
さ
せ
、一一。

工
場
生
産
は
行
詰
り、

一
八
四

C
年
に
は
工
場
は
相
つ
い
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
四
二
年
完
全
に
停
止
さ
れ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ア
リ
l

の
工
業
化
政
策
の
た
め
、
国
内
の
手
工
業
は
強
制
的
に
停
止
さ
れ
て
い
た
う
え
に
、
い
ま
工
場
生
産
も
滅
亡
し
た
こ
と
は
、
エ
ジ

プ
ト
の
伝
統
的
工
業
を
完
全
に
夫
な
わ
せ
る
結
果
を
招
い
た
。

こ
う

J

し
て
、
エ
ジ
プ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
工
業
裂
品
の
自
由
な
輸
出
市
場
と
な
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
単
な
る
原
料
資
源
地
と
化

し
た
。
『
一
八
四
一

年
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
以
来
、
ト
ル
コ
や
エ
ジ
プ
ト
の
君
主
は
、
中
東
の
政
局
を
左
右
す
る
力
を
失
い
、
そ
の
平
和
を

(
叩
)

全
く
西
欧
の
力
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
わ
れ
る
政
治
的
隷
従
と
と
も
に
、
経
済
的
に
も
専
ら
長
時
物
輸
出
に
依
存
す
る
従
属

的
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
工
業
と
貿
易
分
野
で
の
収
益
を
失
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
君
主
が
、
良
業
利
潤
を
明
大
す
る
た
め
に
、
大
土
地

所
有
制
を
別
の
形
で
再
現
し
、
領
地
経
常
に
力
を
注
ぎ
は
じ
め
る
の
は
当
然
の
方
向
で
あ
っ
た
。

口
大
土
地
所
有
制
度
の
再
現

第
二
凶
シ
リ
ア
戦
争
の
敗
北
し
」
イ
ギ
リ
ス
の
日
由
貿
易
政
策
の
重
圧
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
基
本
的
租
税
政
策
で
あ
っ
た
土
地

国
有
政
策
を
逆
転
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
か
れ
の
土
地
改
革
そ
の
も
の
に
残
存
し
た
因
子
の
成
長
で
も
あ
っ
た
。
か

れ
は
早
く
、
土
地
国
有
化
政
策
の
行
過
ぎ
是
正
策
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
法
で
私
有
地
と
す
る
疫
与
地
ユ

S
A
や
寺
院
領
者

mwt
の
没
収

さ
れ
た
も
の
を
回
復
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
早
く
か
ら
開
墾
奨
励
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

与
の
注
目
可
ω『
制
、
一

八
三

0
年
代
に
な
っ
て
租
税
滞
納
村
落
の
管
理
と
回
復
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
ロ
ゲ
仏
印
庁
地
と
岳
民
口
付
制
な
ど
が
、
大
土
地
所
有
制
再

(
日
)

現
の
最
も
有
力
な
要
因
と
な
っ
た
。

cy込
ω一
}
戸
(
複
数

z
y
g
制
は
租
税
滞
納
と
離
村
者
の
増
加
し
た
一
八
三
一
、
三
三
年
頃
か
ら
見
え
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
滞
納
し
た
租

税
や
破
産
し
た
村
の
税
の
納
付
を
負
担
し
た
者
と
、
土
地
産
物
を
一
定
額
で
政
府
に
引
渡
す
責
任
を
負
う
者
に
、
土
地
の
管
理
権
を
与
え

(ロ)

た
も
の
で
、
税
請
負
(
円
三
島
自
)
に
異
ら
な
か
っ
た
。

一
八
三
七
年
以
降
は
民
間
土
地
所
有
者
に
、
土
地
の
割
当
て
を
す
る
こ
と
が

一

般
的
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
徴
税
強
制
の
手
段
と
な
る
も
の
で
民
間
地
主
に
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
督

Q
S
Fと

の

一
族
な
い
し
肖
官
に
強
制
的
に
割
当
て
ら
れ
た
。

一
八
四
四
年
ま
で
に
は

ロ『
(
Z
F
地
は

一
二

0
.万

五
五
九
フ
ア
ツ
ダ
i
ン
に
の
ぼ
っ
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て
い
る
。
こ
の
う
ち
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
日
身
が
一
二
万
フ
ア
ツ
ダ
l
ン
、
イ
プ
ラ

l
ヒ
i
ム
・
パ
シ
ア
が
九
万
八

0
0
つ
フ
ア
ツ
ダ

[
ン
台
所
訂
し
て
い
る
。
ウ
フ
グ
市
川
行
(一ヨ
三
位
峰
山
一
戸
一
己
ら
に
は
所
有
限
な
ノ
、
、
山
口
氏
の

2
TU--
泊
の
所
有
権
が
芸
礎
か
一な
し
て
い
る
。

滞
納
者
の
離
村
は
いが
小止
さ
れ
、
ケ
プ
タ
権
者
に
規
定
誌
の
租
税
を
納
付
の
責
任
が
負
わ
さ
れ
二
.

け一
，
グ
椛
者
は
農
民
の
日
仙
労
働
で
耕

作
さ
せ
た
自
己
の
所
有
地
の
収
獲
か
、
種
子
や
金
を
貸
し
て
刈
分
(
半
分
)
の
分
前
で
え
た
差
額
で
利
益
を
あ
げ
た
。
農
民
は
ウ
フ
ダ
権
者

。
介
在
で
官
吏
の
直
接
の
圧
迫
を
免
れ
る
の
で
却
て
好
ん
だ
。
し
か
し
正
}
丘
ωゴ
権
者
も
納
税
の
完
遂
に
は
熱
心
で
な
く
、
多
く
は
滞
拘

(

付

凶

)

を
つ
づ
け
、
所
有
の
効
果
を
怒
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
ヘ
デ
ィ

i
プ
・
ア
ッ
パ
ー
ス
の
継
承
時
の
状
態
か
ら
充
分
推
定
さ
れ
る
。

チ
フ
リ
ッ
ク
(
の
F
E
-
-
内
)
は
パ
シ
ア
一
族
に
授
与
さ
れ
た
土
地
で
ウ
フ
ダ

(
C
F巳
m
y
)

よ
り
何
人
領
地
に
近
い
。
開
墾
さ
れ
た
ア
パ

l

(
日
)

デ
ィ
ヤ

(ωσ
凶
告

3・
F
)
地
か
租
税
の
滞
納
で
、
村
か
ら
取
上
げ
ら
れ
た
緋
作
地

(BM円
自
己
円
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
早
く
か
ら
存
在
し
た
。
た

と
え
ば
一
八

O
九
年
、
カ
イ
ロ
か
ら
シ
ュ
プ
一
ブ
ま
で
の
ナ
イ
ル
河
川
作
に
防
水
機
(
乱
企
可
ωげ
)
を
ぷ
け
さ
せ
、
近
隣
の
村
の
土
地
を
没
収

し
て
、
監
督
官
の
管
浬
下
に
お
き
、
各
種
の
野
菜
(
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、
ラ
デ

ノ
シ
『
一
、
花
茶
)
を
栽
均
さ
せ
た
も
の
な
ど
は
、
そ
の
発

端
で
あ
る
。
租
税
の
滞
納
が
増
加
し
た
一
八
三

0
年
代
末
か
ら
増
加
し
始
め
、
こ
と
に
一
八
四
一
年
総
官
の
権
利
が
世
襲
と
さ
れ
た
時
以

(

叫
山

)

来
増
大
し
た
。
一
八
四
四
年
パ

l
ネ
ッ
ト
(
切
削
凶

5
2
3
は
そ
の
面
積
が
一
二
七
万
一

つ

O
O
フ
ァ
ツ
ダ
l
ン
に
の
ぼ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

チ
フ
リ
ッ
ク
(
岳
山
岳
ど
で
は
全
住
民
名
簿
が
作
ら
れ
、

監
督

庁

(
丘
当
日
る

か
ら
監
督
者
宮
山
江
円
)
が
任
命
さ
れ
(
主
と
し
て
陸

海
軍
の
将
校
)
、
村
長
(
ジ
ャ
イ
フ
・
ル
・
パ
ラ
ド

ω
F
P
可
WFω

巳

σ巳
p
g
と
協
力
し
、
逃
亡
し
た
農
民
を
つ
れ
民
し
、
設
備
や
役
者
を

用
志
し
て
、
長
民
を
監
督
し
て
排
作
さ
せ
た
。
総
督
の
チ
フ
リ
ッ
ク
で
は
一
八
三
七
年
以
降
、
農
民
は
労
働
に
対
し
収
陸
の

1
一6
J
d
与

え
ら
れ
た
が
、
一
八
三
八
年

1
一5
に
増
加
さ
れ
た
。
ま
た
一
八
四

O
年
に
総
督
の
チ
フ
リ
ッ
ク
で
は
、
火
曜
毎
に
成
人
が
一二

O
パ
ラ
、

青
年
が
一
五
パ
ラ
、
子
供
が

一
O
パ
ラ
を
半
分
現
金
、
半
分
現
物
で
与
え
ら
れ
る
約
束
が
さ
れ
た
事
例
が
み
ら
れ
る
。
村
民
は
一
定
の
場

(
げ
〉

所
で
機
織
・
油
搾
り
、
脱
穀
な
ど
に
従
事
さ
れ
、
答
打
を
以
っ
て
強
制
さ
れ
た
。
監
督
官
官
貯
可
)
は
、
一
人
で

一
(
)(一)()
0
1
一
回

(
)
(
U
O
フ
ァ
ツ
ダ
l
ン
を
監
督
し
、
農
民
の
生
殺
の
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
チ
フ
リ
ッ
ク

(
n
E
E
r
)
は
、
専
売
制
の
利
益
が
喪
失
し
た
状
況
の
も
と
で
、
良
業
収
穫
と
原
料
農
直
物
を
確
保
し
た
り
、

ま
た
重
税
で
没
性
的
に
滞
納
を
つ
や
つ
け
て
い
る
農
民
所
有
地
域
や
ウ
フ
ダ

(
C
F
己
ωど
地
峡
の
不
安
定
な
収
入
よ
り
も
、
は
る
か
に
確
尖

な
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り
、
い
わ
ば
再
版
農
奴
制
的
に
農
民
を
強
制
使
役
す
る
機
構
と
な
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
(
岩
永
〉

五
九
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法
政
史
学

第
二
十
号

六
れ
)

イ
バ

l
デ
J
l
ヤ

(己
)
M
E
q
m
w
y
)

と
チ
ア

リ
ッ
ク
は
、

一
八
五
間
年
の
法
令
で
私
有
地
ウ
シ

ュ
リ
l
ヤ

(
g
y
忌
己
)

(
刊
日

)

完
全
な
私
有
地
と
な
る
が
、
そ
の
呈
は
六
一一
一
万
五
心

C
C
プ
ァ
ツ
ダ

l
ン
に
の
ぼ
り
、
ふ
十
ぃ段
耕
地
の

一
五
%
を
十
日
め
た
。

(mm)
 

当
と
な
る
へ
デ

J
!
ブ

一
族
の
大
所
有
地
が
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
。

と
規
定
さ
れ
、

対
外
借
款
の
侭

、一+占
ハ
1
)
巴
ZE--円
一
戸
、
』
山
mvよ)汁
σσ
門
-
、
£
ロ
門
戸
}
℃
・
ロ
『
・

ω。∞

h
Eロ℃

cz-一∞
σ℃
Z
E
r
o円
H
u
-
-
H
は
い
い

ハ
2
)
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
一
一
一
一
九
年
以
来
ト
ル
コ
に
通
商
協
定
の
改
定
を
要
求
し
て
い
た
a

ト
ル
コ
商
人
の
ギ

ル
ド
を
週
じ
な
け
れ
ば
売
引
の
行
い
い
え
一
な
い
叫
ん

態
を
改
め
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
国
内
で
自
由
に
取
引
す
る
権
利
を
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ル
タ
ン
民
府
は
ギ

ル
ド
の
通
商
独
占
林
が
山
一
ハ

わ
れ
る
こ
と
は
、
ま
た
ス
ル
タ
ン
の
利
益
の
拠
失
で
あ
る
と
し
て
改
訂
に
反
対
し
て
い
た
。
一
八
三
八
年
に
い
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
大
使
は
、
関
税
収

益
の
増
大
と
ト
ル
コ
帝
国
内
の
通
商
独
占
制
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ハ

ン
マ

ド
・
ア
リ
!
の
専
売
制
を
打
似
し
て
そ
の
財
政
を
弱
化

し
、
そ
の
軍
事
力
を
減
少
さ
せ
、
ス
ル

タ
ン
に

た
い
す
る
不
断
の
脅
威
を
除
去
す
る
に
役
立

つ
、

と

い

う
論
刊
を
以
て
ス
ル
タ
ン
を
説
得
し
た
o

nω
自
立
U

巳
-
が
、

財

政
規
定
は

ト
ル
コ
帝
国
で
も
地
域
的
に
興
っ
て
い
る
、

エ

ジ
プ

ト
で
の
専
先
制
抗
撃
は

ト
ル
コ
の
よ
う
に
国
内
関
税
の
所
在
や

ギ
ル
ド
の
排
他
的
特
権
が
煎
由
で
は

な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
協
定
は
エ
ジ
プ
ト
を
対
象
と
し
て
い
ず
、
駐
ト

ル
コ
大
使
ポ

ン
ソ
ン
ビ
ー

の
あ
げ
た
理
由
は
、
ん
よ
く
の
口
実
で
あ
っ
た
と
芳
え
ら
れ
る
。
百
〈
口

P
。
同
)
・
立
件
・
℃
U

H

E
・

ハ
3
)
P言明
}
Z
-
-
-
p
q
p
zぉ・

(
4
)
H
N
Z
j
E
P
。℃
-
E円・℃・

HU--
ロ
mw吋
HMOR
一
C
。
-Eσmw
円
同
∞
・
同
∞
hFH
・

ハ
5
〉
回
釦
円
ロ

σ
F
三
宅

Hω
・
5
・
5
ぉ・

(
6
)
h
H
.
。
znzouご
〉
・
何
一
℃
同
】
・
∞
∞
w

∞。・

(
7
)
F
E
一℃℃・

m
v
N
-
m
v
ω

・

(
一

8
〉
見
守
】
百
一
三
}
・
三
了
℃
・
】
伊
達
・

(
9
〉

F
F
H】・。印・

(
叩

)
J
E
0・
巧
ニ

-
E
B
¥吋
Z
z
g吋

E
E・
富
江
戸
山

m
g
d
H
M
Z・同
ν
3
g
-
5
8・
H
V

・

8
・

ハ
口
一
)
即
位
E
J
(
U
E
E丘
、
〉
一

-aさ
円
同
三

.rp円
三
こ
を
Z
2・己ユ℃

E
ζ
正
常
三
回
』
山
手
、
℃
件
]
∞
(
}
(
)
!
】
宮
山
(
ア
『
b
-
R一2
r
]
C
A
)に・

-r
ベ・

(ロ
)

H

h

守
口

p
ロ
・
〉
・
回
-uc℃・
n
-
F
H
)
・。印・
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ハロ)己)一門}・・

-)-a
叩・

(
M
)
F
E
-
-
℃・。。・

(日

)
F
E
-
-
日

)
-
G
∞・

(
問
山
〉
回
ω
『ロ

Z
P
ロmw
円。
E
げ
O
吋

H
N
W
H

∞な
ι

回目〈
-
5・
。
同
)
・
巳
了
℃
・
ω
N
H

・

(
口
)
回
。
者
ユ
同
a
h
p
o
℃
・
巳
仲
・
℃
-
H
H

ゆ・

(
時
)
}
U
m
-
-
w

の
ω
E
o
-
一
〉
=
百
円

2
・日、

C
「
戸
門
戸
コ
《
-
。
さ
ロ

α
3
E℃
Z

Y

1H
3
2
0
「
コ
河
内
可
七
件
-
∞
C
(
}
H
3
U
{
)
・
戸
コ
コ
円
一
。
ロ
w
-
3

。N
-

一」・立

(
叩

)
F
E
-
w
℃
-

N

。.お

わ

り

大
規
模
な
軍
事
・
政
治
と
発
展
の
た
め
に
、
強
固
な
財
政
基
盤
を
固
め
、
経
済
改
革
に
ま
で
の
り
だ
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
の
改

本
政
策
は
、

一
時
財
政
上
で
も
経
済
発
展
の
う
え
で
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
。
近
代

エ
ジ
プ

ト
の
建
設
者
。
の
名
に
値
す
る
価
値
を
示

し
た
。
し

か
し
、

一
方
で
は
過
皮
な
軍
事
行
動
や
宮
廷
的
浪
費
は
、
資
本
蓄
積
の
余
力
を
奪
っ
て
経
済
建
設
を
行
き

ιら
せ
、
民
衆
を
行

悶
に
附
吟
さ
せ
、
一
方
で
両
欧
資
本
、

ι義
国
家
の
日
由
貿
易
政
策
に
よ
る
民
校
経
済
の
侵
略
を
盗
に
さ
せ
た
。
国
の
投
か
な
市
と
経
済
克

一
肢
は
、
第
一
次
シ
リ
ア
戦
争
以
来
、
没
性
的
欠
之
と
行
き

ιり
に
逢
着
し
、
世
間
一

一次
シ
リ
ア
戦
争
で
か
れ
に
破
滅
的
村
山
肌
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
。
そ
れ
は
ム
ハ
ソ
マ
ド
・
ア
リ
ー
に
あ
ら
ゆ
る
経
済
往
設
政
策
と
改
革
と
を
ぬ
来
さ
せ
、

エ
ジ
プ
ト
が
光
進
工
業
国
の
原
料
氏
源
地

に
転
化
す
る
ガ
片山
を
決
定
的
に
し
た
。

こ
う
し
て
、
改
革
と
行
き

ιり
、
興
隆
と
沈
滞
の
極
限
の
問
を
揺
れ
動
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
活
動
の
」
評
価
は
、
ま
こ
と
に
附

難
と
い
え
る
。
「
エ
ジ
プ
ト
に
外
国
借
款
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
君
主
」
と
い
う
評
価
も
皮
相
で
あ
る
。
限
界
ま
で
も
ち
こ
た
え
た
だ
け

で
、
借
款
政
策
の
あ
ら
ゆ
る
京
地
を
作
っ
た
点
を
考
え
れ
ば
、
評
仰
は
大
幅
に
割
引
き
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
芯
味
で
は
、

資
本
主
義
の
巨
涛
に
織
一十
汗
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
の
日
人
の
確
災
な
評
価
は
、
未
開
発
国
の
近
代
化
、と
く
に
経
済
建
設
に
傾
け
た
組
恕
と

夢
の
領
域
に
の
み
残
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ジ
プ
ト
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
白
河
川
仰
は
、
そ
の
点
で
か
れ
の
政
策
を
肯
定
的
に
み
る
傾

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
の
財
政
政
策
の
破
綻
(
岩
永
)

-L・
ノ ¥
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JM
が
強
い
。
た
と
え
ば
、
ア
リ
・
ア
ル
・
ギ
リ
ト
リ
ー
は

「
エ
ジ
プ
ト
工
業
史
」
で
「
一
九
枇
紀
の
始
め
の
エ
ジ
プ
ト
の
状
況
で
は
、
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ア
リ
!
が
、
近
代
工
業
の
建
設
に
政
府
の
介
入
を
必
要
と
し
た
と
す
る
の
は
正
し
い
。
近
代
工
業
は
政
府
の
直
接
投
資
な
く
し

(1
) 

て
は
発
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
し
て
、
そ
の
工
業
化
計
一附
が
目
的
と
方
針
に
お
い
て
正
鵠
を
え
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
家
ハ
リ
ス
も
「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
治
世
の
最
大
の
失
敗
は
工
業
化
計
画
の
失
敗
で
あ
っ

た
」
と
失
敗
を
容
認
し
な
が
ら
、
「
そ
の
失
敗
の
故
大
の
坦
由
は
、
外
的
事
情
で
あ
り
、
第
二
回
シ
リ
ア
戦
争
敗
北
に
よ
る
軍
備
縮
少
で

国
有
工
場
の
販
売
市
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
λ

・
ト
ル
コ
通
商
条
約
に
よ
っ
て
都
監
期
工
業
を
西
欧
の
競
争
か
ら
防
衛
す
る
力
を

(
2
) 

欠
っ
た
結
果
で
あ
る
」
と
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

l
米
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
エ
ジ
プ
ト
抑
圧
と
自
由
貿
易
政
策
強
制
の

圧
力
を
重
視
し
て
い
る
。
中
東
全
域
の
経
済
史
家
へ
ル
シ
ュ
ラ
!
グ
も
ま
た
一
八
三
八
年
の
通
商
条
約
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の
貿
易
独
占

(
3
) 

制
の
打
倒
さ
れ
た
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
外
的
責
圧
か
ら
国
民
経
済
を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

(
4
) 

リ
ー
の
全
政
策
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
し
て
い
た
と
主
張
す
る
の
が
、
ま
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
サ
ウ

ノ
!
の
所
論
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
外
力
へ
の
屈
服
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
必
し
も
こ
う
し
た
手
放
し
の
肯
定
に

終
始
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

農
政
史
家
の
リ
プ
リ
ン
が
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
決
民
社
会
の
貧
閃
と
窮
迫
し
た
惨
状
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
!
の

火
敗
の
版
悶
は

、過
皮
の
個
人
的
野
心
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
叛
逆
と
抗
争
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
傾
聴
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。
「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
が
個
人
的
野
心
を
抑
え
て
民
衆
の
生
活
改
主
と
、
健
全
な
制
度
の
造
出
に
精
力
を
傾
け
た
な
ら
:
:
:
新

時
代
の
諸
制
度
を
守
る
た
め
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ス
ル
タ
ン
と
協
力
し
て
西
欧
の
侵
略
を
防
止
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
な
ら
、
か
れ
の
エ
ジ

(
5
) 

プ
ト
へ
の
貢
献
は
遥
か
に
卓
越
し
た
も
の
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
」
。
た
し
か
に
、

か
れ
の
財
政
改
革
政
策
は
、
う
ち
出
の
小
槌
の
よ
う
に

財
政
力
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
野
心
と
征
服
と
権
力
欲
を
無
限
に
膨
張
さ
せ
、
そ
の
限
界
と
反
動
と
へ
の
思
慮
を
矢

わ
せ
た
か
に
み
え
る
。
初
期
の
拡
大
さ
れ
た
財
政
力
は
、
。
健
全
な
制
度
の
造
出
。
と
ギ
リ
シ
ア
出
兵
に
み
た
よ
う
な
み
ス
ル
タ
ン
と
の

協
力
6

を
可
能
に
す
る
充
分
な
余
裕
を
も
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
を
西
欧
資
本
主
義
に
対
抗
す
る
経
済
連
設
の
資
木
に
ま
で
蓄
積
す
る
こ

と
は
、
東
洋
的
専
制
君
主
の
経
験
、
と
観
念
の
枠
外
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
川
一
念
と
ス
践
の
吹
い
追
い
が
主
人

J

之、一
J

F

悲
劇
が
は
ぐ
く
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
(
一
九
六
八
、
一
、
二
二
)
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